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新型コロナウイルス（Covid-19）をめぐる迷走
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（参考）日本の状況（2/7）

感染者数 1,110人
累計感染者 17,141人
死者 916人
退院者数 15,079人



アメリカを変えた大事件と死者数の歴史
5月27日に死者10万人を突破
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https://www.electoral-vote.com/evp2020/Pres/Maps/Apr01.html#item-2

• オクラホマ爆弾事件 1995 168人
• ハリケーン・カトリーナ 2005 1,836人
• 真珠湾攻撃 1941 2,467人
• 9/11 同時多発テロ事件 2001 2,997人
• ゲティスバーグの戦い 1863 7,058人
• H1N1インフルエンザ 2009 12,469人
• 朝鮮戦争 1951-53 36,516人
• ベトナム戦争 1964-71 58,209人
• 第１次世界大戦 1917-18 116,516人

• 第２次世界大戦 1941-45 405,399人
• スペイン風邪 1918-19 675,000人
• 南北戦争 1861-65 800,000人

Covid-19（2020～）
12万～20万人？

再びアメリカの
歴史を変える

転換点になる！



米雇用統計の異常な変化
失業率：3.5％（2月）→4.4％（3月）→14.7％（4月）→13.3％（5月）
Nonfarm Payroll：+23万人（2月）→▲137万人（3月）→▲2068万人（4
月）→＋250万人（5月）

5https://www.bls.gov/news.release/empsit.toc.htm

▲2068万人
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トランプ大統領の支持率
5/27に史上最低を記録したが…
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https://www.rasmussenreports.com/public_content/politics/trump_administration/trump_approval_index_history



「悪名は無名に勝る」のがトランプ流
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Covid-19と共存する2つの世界観

民主党支持者
• Blue Statesは感染者多し
• 都市生活者が多い
• 前途に悲観的
• トランプ大統領に不信
• Mainstream Mediaを信頼
• 党大会はバーチャルで実施？
• ソーシャル・ディスタンス

共和党支持者
• Red Statesは感染者少ない
• 地方生活者が多い
• 前途に楽観的
• トランプ大統領を信頼
• マスコミ不信（陰謀論）
• 党大会は普通に実施したい
• 生活はほとんど今まで通り

Sojitz Research Institute, ltd. 8
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蘇った19世紀のポピュリズム
Walter Russell Mead ”The Jacksonian’s Revolt”

現実主義

理想主義

タカ派ハト派

Wilsonian
宣教師タイプ

Jeffersonian
農民タイプ

Hamiltonian
弁護士タイプ

Jacksonian
カウボーイタイプ

Barack Obama（44）

Bill Clinton（42）

Bush Jr.（43）

Donald Trump（45）

「ジャクソニアンの反乱」

＊アメリカは理念の国
にあらず。
＊外交に関心はないが
軍事力行使は厭わず
＊エリートのコスモポリ
タニズムに反発
＊アイデンティティ政治
に取り残された白人
＊軍や警察への支持。
銃を持つ権利を重視
＊移民の増加を警戒
＊トランプは「味方」

7th President, 
Andrew Jackson
(1929-37)
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GOP DEM
Republican Democrats

1980 Ronald Reagan (40) Jimmy Carter (39)
Gov.(CA) Incumbent

1984 Ronald Reagan (40) Walter Mondale
Incumbent Ex.VP(MT)

1988 George H. W Bush (41) Michael Dukakis
VP(TX) Gov.(MA)

1992 George H. .W. Bush Bill Clinton (42)
Incumbent Gov.(AR)

1996 Bob Dole Bill Clinton (42)
Sen.(KS) Incumbent

2000 George W. Bush (43) Al Gore
Gov.(TX) VP(TN)

2004 George W. Bush (43) John Kerry
Incumbent Sen.(MA)

2008 John McCain Barack Obama (44)
Sen.(AZ) Sen.(IL)

2012 Mitt Romney Barack Obama (44)
Gov.(MA) Incumbent

2016 Donald Trump (45) Hillary Clinton 
Business Person(NY) Sec. of State(NY)

2020 Donald Trump (45)
Incumbent Joe Biden  Fr. Vice President

次はどちらの番か？～現職（Incumbent）は3連勝中。



３月時点
での票読
みでは…

民232
＋

共204
＋

不明
102
↓

538

11https://cookpolitical.com/sites/default/files/2020-03/EC%20030920.4.pdf

米大統領選挙といえば、
毎度おなじみの「州盗り物語」
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https://www.270towin.com/



13

議会選挙：上院の多数は重要である
Cook Political Reportの5月時点の評価

○下院は民主党多数。2018年中間選挙の勢いを持続できるか？
○上院は民主党が4議席増やせば逆転→上院の多数は非常に重要

下院
（定数：435）

＊欠員1

上院
（定数：100）
＊任期6年

知事
（定数50）
*独立系1

民主党 共和党 民主党 共和党 民主党 共和党

現有議席 235 199 47 53 22 27

改選議席 235 199 12 23 4 7

非改選議席 0 0 35 30 18 20

盤石（Solid） 183 165 8 11 2 4

優勢（Likely） 37 34 3 8 1 3

不明（Toss up） 16 6 1 4 1 0

https://cookpolitical.com/



FAQ①
大統領選挙は延期されないか？
• 合衆国憲法および連邦法は、投票日を「11月の第1月曜日の次

の火曜日」としている。
• 投票日を変更する権限は連邦議会にあり。上下両院が一致した

場合は変更可能（でも、たぶん無理）。
• 1976年国家非常事態法は、立法不要の大統領権限を136件認め

ているが、その中に「選挙日程の変更」は含まれず。
• 郵送による投票を実施する州が増加中（ただし共和党は「不正

が多い」と反対している）。
• 選挙人による投票日となる12月14日（12月の第2水曜日の次の

月曜日）までに次期大統領が判明か？

14Sojitz Research Institute, ltd.



FAQ②
バイデン氏の副大統領候補はどんな女性?

• Sen. Kamala Harris (CA)
• Sen. Amy Klobuchar (MN)
• Sen. Elizabeth Warren (MA)
• Sen. Catherine Cortez 

Masto(NV)
• Gov. Gretchen Whitmer (MI）
• Ms. Stacey Abrams (GA)
• Dr. Susan Rice (Fr. NSA)

• 当選には黒人票が必要。
• オバマ政権下8年の実績
• 3/3 サウスカロライナ州予備選

挙での恩義
• ジョージ・フロイド氏事件で

人種問題が浮上
• “Black Lives Matter.”

• 「2024年問題」→バイデンは
次を誰に託すのか？

• 次回はアンドリュー・クオモ州
知事も参戦？
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トランプ再選の確率は？
現時点では40～50％と予想

再選に有利な条件
• 現職は強い
• 共和党支持者のトランプ支持

は9割以上（党の分裂なし）
• 選挙資金が潤沢
• 民主党候補が固まらず（中道

派と左派が対立）
• 保守層は投票日直前で判断す

る

再選に不利な条件
• 2016年と同じ手法が通じるか

（前回僅差のPA/MI/WIで勝つ
のは難しい？）

• 女性、黒人、郊外居住層が「反
トランプ」色強める

• 人口動態は民主党に有利（ヒス
パニック＆ミレニアルズが増
加）

• テキサス、ジョージアなど南部
諸州もパープル化進む？
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トランプ政権、過去3年半の主要政策
（民主党政権誕生なら、2021年から巻き戻しが始まる？）

目指した方向 実績 評
価

税制改革 法人税改革（35％→21％）
個人所得税軽減

2017年に減税成立
→財政赤字が拡大

○

インフラ投資 10年間で1兆ドルの官民投資 与野党の対立厳しく、2期目の
テーマに？

×

規制緩和 プロ・ビジネス政策 ドッド・フランク法を部分改
正

○

環境・エネル
ギー

化石燃料の使用を促進
エネルギーを自給

パリ協定離脱を宣言
（ただし2020年11月から）

○

医療保険改革 オバマケアの撤廃＆代替 廃止法案は不成立 ×

移民制度改革 メキシコ国境に壁を建設
中東6か国からの入国制限

「壁」の建設予算を確保でき
ず

△

通商交渉 不公正貿易を是正。中国に
高関税

NAFTA→USMCA、TPP離脱、
米中第1次合意、日米経済協議

◎
？
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今後の米大統領選関連日程
• 6月23日 NY州などで民主党予備選挙

→バイデン候補は既に確定済み
• 8月17-20日 米民主党大会（ミルウォーキー,WI）
• 8月24-27日 米共和党大会（シャーロット,NC？）
• 9月7日 レイバーデイ（選挙戦は終盤に）
• 9月？ G7サミット（ワシントンDC）→ロ韓豪印を招待？
• 9/29, 10/15, 10/22 大統領候補のテレビ討論会
• 11月3日 米大統領選挙・連邦議会・州知事等選挙投開票
• 12月14日 選挙人による投票日
• 2021年1月20日 新大統領の就任式
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